
附
則
の
次
に
次
の
別
表
を
加
え
る
。

別
表
（
第
四
条
関
係
）

第
二
百
五
条
第
三
項

事
項
又
は
前
項
の
規
定
に
よ
り
フ
ァ
イ
ル

に
記
録
さ
れ
た
事
項
若
し
く
は
同
項
の
記

録
媒
体
に
記
録
さ
れ
た
事
項

事
項

第
二
百
十
五
条
第
四
項

事
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
フ
ァ
イ

ル
に
記
録
さ
れ
た
事
項
若
し
く
は
同
項
の

記
録
媒
体
に
記
録
さ
れ
た
事
項

事
項

第
二
百
三
十
一
条
の
二
第

二
項

方
法
又
は
最
高
裁
判
所
規
則
で
定
め
る
電

子
情
報
処
理
組
織
を
使
用
す
る
方
法

方
法

第
二
百
三
十
一
条
の
三
第

二
項

若
し
く
は
送
付
し
、
又
は
最
高
裁
判
所
規

則
で
定
め
る
電
子
情
報
処
理
組
織
を
使
用

す
る

又
は
送
付
す
る

令和年月日 水曜日 (号外第号)官 報

（
公
職
選
挙
法
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
四
十
三
条

前
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
公
職
選
挙
法
第
二
百
二
十
条
第
三
項
及
び
第
四
項
の
規
定
は
、
公
職
選

挙
法
第
二
百
二
十
条
第
一
項
及
び
第
二
項
に
規
定
す
る
訴
訟
で
あ
っ
て
施
行
日
以
後
に
提
起
さ
れ
た
も
の
に
係
る
裁

判
所
の
長
が
す
る
送
付
に
つ
い
て
適
用
し
、
こ
れ
ら
の
規
定
に
規
定
す
る
訴
訟
で
あ
っ
て
施
行
日
前
に
提
起
さ
れ
た

も
の
に
係
る
裁
判
所
の
長
が
す
る
送
付
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

（
司
法
書
士
法
の
一
部
改
正
）

第
四
十
四
条

司
法
書
士
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
九
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
条
第
一
項
第
四
号
中
「
提
出
す
る
書
類
」
の
下
に
「
若
し
く
は
電
磁
的
記
録
」
を
加
え
、
同
項
第
六
号
ロ
中

「
第
七
編
」
を
「
第
八
編
」
に
改
め
る
。

第
二
十
二
条
第
二
項
及
び
第
三
項
並
び
に
第
四
十
一
条
第
一
項
及
び
第
二
項
中
「
裁
判
書
類
作
成
関
係
業
務
」
を

「
裁
判
書
類
等
作
成
関
係
業
務
」
に
改
め
る
。

（
民
事
調
停
法
の
一
部
改
正
）

第
四
十
五
条

民
事
調
停
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
二
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
十
一
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
当
事
者
に
対
す
る
住
所
、
氏
名
等
の
秘
匿
）

第
二
十
一
条
の
二

調
停
手
続
に
お
け
る
申
立
て
そ
の
他
の
申
述
に
つ
い
て
は
、
民
事
訴
訟
法
第
一
編
第
八
章
の
規

定
を
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
法
第
百
三
十
三
条
第
一
項
中
「
当
事
者
」
と
あ
る
の
は
「
当
事
者
又

は
参
加
人
（
民
事
調
停
法
第
十
一
条
（
同
法
第
十
五
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
規
定
に
よ
り
調
停

手
続
に
参
加
し
た
者
を
い
う
。
第
百
三
十
三
条
の
四
第
一
項
、
第
二
項
及
び
第
七
項
に
お
い
て
同
じ
。）」
と
、
同

法
第
百
三
十
三
条
の
二
第
二
項
中
「
訴
訟
記
録
等
（
訴
訟
記
録
又
は
第
百
三
十
二
条
の
四
第
一
項
の
処
分
の
申
立

て
に
係
る
事
件
の
記
録
を
い
う
。
第
百
三
十
三
条
の
四
第
一
項
及
び
第
二
項
に
お
い
て
同
じ
。）」と
あ
る
の
は「
調

停
事
件
の
記
録
」
と
、
同
法
第
百
三
十
三
条
の
四
第
一
項
中
「
者
は
、
訴
訟
記
録
等
」
と
あ
る
の
は
「
当
事
者
若

し
く
は
参
加
人
又
は
利
害
関
係
を
疎
明
し
た
第
三
者
は
、
調
停
事
件
の
記
録
」
と
、
同
条
第
二
項
中
「
当
事
者
」

と
あ
る
の
は
「
当
事
者
又
は
参
加
人
」
と
、「
訴
訟
記
録
等
」
と
あ
る
の
は
「
調
停
事
件
の
記
録
」
と
、
同
条
第
七

項
中
「
当
事
者
」
と
あ
る
の
は
「
当
事
者
若
し
く
は
参
加
人
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

第
二
十
二
条
た
だ
し
書
中
「
第
四
十
条
」
の
下
に
「
、
第
四
十
二
条
の
二
」
を
加
え
る
。

第
四
十
六
条

民
事
調
停
法
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
十
一
条
の
二
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

（
当
事
者
に
対
す
る
住
所
、
氏
名
等
の
秘
匿
）

第
二
十
一
条
の
二

調
停
手
続
に
お
け
る
申
立
て
そ
の
他
の
申
述
に
つ
い
て
は
、
民
事
訴
訟
法
第
一
編
第
八
章
（
第

百
三
十
三
条
の
二
第
五
項
及
び
第
六
項
並
び
に
第
百
三
十
三
条
の
三
第
二
項
を
除
く
。）の
規
定
を
準
用
す
る
。
こ

の
場
合
に
お
い
て
、
同
法
第
百
三
十
三
条
第
一
項
中
「
当
事
者
」
と
あ
る
の
は
「
当
事
者
又
は
参
加
人
（
民
事
調

停
法
第
十
一
条
（
同
法
第
十
五
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
規
定
に
よ
り
調
停
手
続
に
参
加
し
た
者

を
い
う
。
第
百
三
十
三
条
の
四
第
一
項
、
第
二
項
及
び
第
七
項
に
お
い
て
同
じ
。）」
と
、
同
条
第
三
項
中
「
訴
訟

記
録
等
（
訴
訟
記
録
又
は
第
百
三
十
二
条
の
四
第
一
項
の
処
分
の
申
立
て
に
係
る
事
件
の
記
録
を
い
う
。
以
下
こ

の
章
に
お
い
て
同
じ
。）」
と
あ
る
の
は
「
調
停
事
件
の
記
録
」
と
、「
に
つ
い
て
訴
訟
記
録
等
の
閲
覧
等
（
訴
訟
記

録
の
閲
覧
等
、
非
電
磁
的
証
拠
収
集
処
分
記
録
の
閲
覧
等
又
は
電
磁
的
証
拠
収
集
処
分
記
録
の
閲
覧
等
を
い
う
。

以
下
こ
の
章
に
お
い
て
同
じ
。）」
と
あ
る
の
は「
の
閲
覧
若
し
く
は
謄
写
又
は
そ
の
謄
本
若
し
く
は
抄
本
の
交
付
」

と
、
同
法
第
百
三
十
三
条
の
二
第
一
項
中
「
に
係
る
訴
訟
記
録
等
の
閲
覧
等
」
と
あ
る
の
は
「
の
閲
覧
若
し
く
は

謄
写
又
は
そ
の
謄
本
若
し
く
は
抄
本
の
交
付
」
と
、
同
条
第
二
項
中
「
訴
訟
記
録
等
中
」
と
あ
る
の
は
「
調
停
事

件
の
記
録
中
」
と
、
同
項
及
び
同
条
第
三
項
中
「
に
係
る
訴
訟
記
録
等
の
閲
覧
等
」
と
あ
る
の
は
「
の
閲
覧
若
し

く
は
謄
写
、
そ
の
正
本
、
謄
本
若
し
く
は
抄
本
の
交
付
又
は
そ
の
複
製
」
と
、
同
法
第
百
三
十
三
条
の
三
第
一
項

中
「
記
載
さ
れ
、
又
は
記
録
さ
れ
た
書
面
又
は
電
磁
的
記
録
」
と
あ
る
の
は
「
記
載
さ
れ
た
書
面
」
と
、「
当
該
書

面
又
は
電
磁
的
記
録
」
と
あ
る
の
は
「
当
該
書
面
」
と
、「
又
は
電
磁
的
記
録
そ
の
他
こ
れ
に
類
す
る
書
面
又
は
電

磁
的
記
録
に
係
る
訴
訟
記
録
等
の
閲
覧
等
」
と
あ
る
の
は
「
そ
の
他
こ
れ
に
類
す
る
書
面
の
閲
覧
若
し
く
は
謄
写

又
は
そ
の
謄
本
若
し
く
は
抄
本
の
交
付
」
と
、
同
法
第
百
三
十
三
条
の
四
第
一
項
中
「
者
は
、
訴
訟
記
録
等
」
と

あ
る
の
は
「
当
事
者
若
し
く
は
参
加
人
又
は
利
害
関
係
を
疎
明
し
た
第
三
者
は
、
調
停
事
件
の
記
録
」
と
、
同
条

第
二
項
中
「
当
事
者
」
と
あ
る
の
は
「
当
事
者
又
は
参
加
人
」
と
、「
訴
訟
記
録
等
の
存
す
る
」
と
あ
る
の
は
「
調

停
事
件
の
記
録
の
存
す
る
」
と
、「
訴
訟
記
録
等
の
閲
覧
等
」
と
あ
る
の
は
「
閲
覧
若
し
く
は
謄
写
、
そ
の
正
本
、

謄
本
若
し
く
は
抄
本
の
交
付
又
は
そ
の
複
製
」
と
、
同
条
第
七
項
中
「
当
事
者
」
と
あ
る
の
は
「
当
事
者
若
し
く

は
参
加
人
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

（
法
廷
等
の
秩
序
維
持
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
四
十
七
条

法
廷
等
の
秩
序
維
持
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
二
百
八
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う

に
改
正
す
る
。

第
四
条
第
二
項
中
「
あ
た
る
」
を
「
該
当
す
る
」
に
、「
終
つ
た
」
を
「
終
わ
つ
た
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
後
段

を
削
り
、
同
条
第
四
項
を
同
条
第
五
項
と
し
、
同
条
第
三
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

４

前
項
の
場
合
に
お
い
て
は
、
民
事
訴
訟
法
（
平
成
八
年
法
律
第
百
九
号
）
第
二
編
第
四
章
第
一
節
か
ら
第
六
節

ま
で
の
規
定
（
同
法
第
百
七
十
九
条
、
第
百
八
十
二
条
、
第
百
八
十
五
条
第
三
項
、
第
百
八
十
七
条
第
三
項
及
び

第
四
項
、
第
二
百
五
条
第
二
項
、
第
二
百
七
条
第
二
項
、
第
二
百
八
条
、
第
二
百
十
五
条
第
二
項
、
第
二
百
二
十

四
条
（
同
法
第
二
百
二
十
九
条
第
二
項
、
第
二
百
三
十
一
条
の
三
第
一
項
及
び
第
二
百
三
十
二
条
第
一
項
に
お
い

て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）、
第
二
百
二
十
七
条
第
二
項
、
第
二
百
二
十
九
条
第
三
項
及
び
第
四
項
並
び
に
第
二

百
三
十
二
条
の
二
の
規
定
を
除
く
。）を
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
別
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
同
法
の
規
定

中
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
字
句
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
字
句
に
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

第
七
条
第
六
項
中
「
第
四
条
第
四
項
」
を
「
第
四
条
第
五
項
」
に
改
め
、
同
条
第
八
項
中
「
虞
」
を
「
お
そ
れ
」

に
改
め
る
。

（
滞
納
処
分
と
強
制
執
行
等
と
の
手
続
の
調
整
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
四
十
八
条

滞
納
処
分
と
強
制
執
行
等
と
の
手
続
の
調
整
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
二
年
法
律
第
九
十
四
号
）
の

一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
十
条
の
七
第
二
項
中
「
又
は
第
二
項
」
を
「
か
ら
第
三
項
ま
で
」
に
改
め
る
。

第
三
十
六
条
の
七
中
「
前
条
第
二
項
」
の
下
に
「
又
は
第
三
項
」
を
加
え
る
。

（
企
業
担
保
法
の
一
部
改
正
）

第
四
十
九
条

企
業
担
保
法
（
昭
和
三
十
三
年
法
律
第
百
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
七
条
第
一
項
中
「
規
定
」
の
下
に「（
同
法
第
八
十
七
条
の
二
の
規
定
を
除
く
。）」
を
加
え
る
。
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